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窒化物半導体微小光共振器を用い、室温における半導体励起子と
共振器光子の相互作用状態制御の実現を目指します。特に励起子
と光子が非常に強く結合した状態（共振器ポラリトン）を作り出し、新
しい光機能デバイスへの応用を目指します。

どんな問題に取り組むのか？
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ウエハボンディングによって作製された
窒化物半導体微小共振器構造の断面SEM像

室温における
窒化物半導体共振器ポラリトンの形成とRabi分裂

得られた結果はどう新しいのか？

これまで困難とされてきた高品質な窒化物微小共振器の作製を、ウ
エハボンディング技術により可能としました。またこれにより室温にお
いてこの材料系では初めて弱結合状態（面発光レーザ発振）と強結
合状態（共振器ポラリトンの形成）の制御に成功しました。

この研究が成功した場合のインパクトは？

窒化物半導体を用いることで、室温でのポラリトンダイナミクスの解
明が可能になります。これによりポラリトンのボーズ粒子性を用いた
ポラリトンレーザ等の高性能光機能デバイスの実現につながります。
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